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           　 ノルディックウォーキングって
　　　　　　どんなスポーツなの？

フィンランド発祥の新しいスポーツです。２本のポールを

持ってクロスカントリースキーのようにウォーキングを行い

ます。誰でも簡単に行うことができるばかりか、高い運動効

果もあり、子どもから高齢者まで幅広い世代で楽しむことが

できます。

▶スポーツ課☎23局３５３１

消費カロリーアップ！

２本のポールを地面について

歩くので、自然と上半身も使

う有酸素運動になります。普

通のウォーキングに比べ、約

20％も多くカ

ロリーを消費で

きます。

筋力が増加しキュっと
引き締まります！

ポールを使うことで、全身運

動になります。バランス感覚

を養うことができるだけでな

く、体全体の筋力増加が期待

できます。首や肩の血行を促

進させるので、肩こりにも効

果的です。

ひざや腰への負担が少
なく、初心者も安心！

両足に加えて、２本のポール

が体を支えます。４点歩行に

なるので、普通のウォーキン

グに比べ、約30％もひざや腰

への負担が軽減されます。運

動不足の方も始めやすいス

ポーツです。

ノルディックウォーキングをすると、どんな効果があるの？

クロスカントリースキー
の夏場トレーニングとして
始まったらしいよ。

のすすめ
ノルディックウォーキング

ポールを使うと
グングン進むよ！
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ノルディックウォーキングはどうやって歩けばいい？

前に歩くのと同
時に、ポールで
グッと地面を押
して前進します。

押し出した側の
ポールが脇を過
ぎたら、後ろ側
の手をパッと離
します。

踏み出した足と
逆側のポールを
軽く地面につき
ます。

８月１日（土）から、ポールの無料貸し出し
を始めます。ぜひ、ノルディックウォーキ
ングを体験してみてください。

▪貸出場所＝田原・赤羽根文化会館
　　　　　　渥美運動公園
▪貸出時間＝午前９時～午後５時

※貸出状況は、各施設でご確認ください。

田原市で活動している「スポーツ少年団」「体育協会」をご紹介
します。

▶田原市スポーツ少年団本部・田原市体育協会事務局
　（いずれも田原文化会館内）☎22局6063

田原市スポーツ少年団

スポーツを通じた青少年の健全育成を目的として、

１９７４年に設立した社会教育団体です。市内では、

約７００人の小学生が軟式野球やバドミントン、ソフト

テニス、剣道、サッカー、バレーボール、空手などの種

目のスポーツ少年団に所属して活動中です。

田原市体育協会

田原市のスポーツ中心組織で、技術の向上に努め、

市民の親睦と健康増進を目的に活動をしています。

現在、２４協会とスポーツ少年団によって構成されて

おり、年間を通して、初心者教室や各種目ごとに、ス

ポーツ大会の運営などを行っています。

皆さん、私たちと一緒にさわやかな汗を流しましょう！
※詳しくは事務局へお問い合わせください。

つく！

親指・中指・薬指
で軽く握る。

押す！

パッと離す。

背筋
ピン！

真っすぐ
見る！

ポールの長さは
ひじの角度が直角より
やや開くくらいに
　　調整しましょう。

目安は身長×0.63

　　　　 　無料 
ポールが 無料 で使えます！

【実演】スポーツ推進委員…鈴木智美（泉校区／2頁）、荒木佐知子（中山校区／3頁）
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現路線

童浦線

14便／日
14.5人／便

西部線

14便／日
9.7人／便

表浜線

10便／日
4.3人／便

高松線

10便／日
2.2人／便

大久保線

8便／日
3.3人／便

中央線

10便／日
3.8人／便

赤羽根線

土・日曜、祝日8便
0.6人／便

中山線

6便／日
3.3人／便

乗合タクシー
八王子線

最大10便／日
3.1人／便

■再編後の路線概要

再編路線 再編概要

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
乗
合
交
通

ぐ
る
り
ん
バ
ス

童浦線
・童浦校区から田原市街地（三河田原駅・渥美病

院など）への路線
・運行車両＝大型バス～中型バス（14便／日）

野田線

・競合解消のため、西部線を見直し校区内で幹
線乗合交通（伊良湖本線）に乗り継ぎ

・田原中学校通学に合わせたダイヤ（スクールバ
ス機能を付加）　

・運行車両＝中型バス（14便／日）

地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

東部六連線

・六連校区および田原東部校区から田原市街地
（三河田原駅・渥美病院など）への路線

・やぐま台、御殿山、中央公園方面への新規路線
を設定し、移動の利便性を高める

・地域乗合タクシー移行（運行車両＝ワゴン車）
（11便／日）

神戸線
・神戸校区から田原市街地（三河田原駅・渥美病

院など）への路線
・地域乗合タクシー移行（運行車両＝ワゴン車）
（11便／日）

高松線

・大草校区、田原南部校区および高松校区の幹線
乗合交通（伊良湖本線・支線）運行区域外から田
原市街地（三河田原駅・渥美病院など）への路線

・地域乗合タクシー移行（運行車両＝ワゴン車）
（11便／日）

政
策
交
通

市街地バス
（東線・西線）

・市街地活性化のための政策交通として、中央
線および各路線の田原市街地・周辺部を循環
線に再編

・運行車両＝中型バス（東線）（15便／日）（西線）
（15便／日）

廃線 ・競合解消。利用がほとんどない（0.6人／便）こ
とから廃止とする

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
乗
合
交
通

地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

中山線
・中山校区から福江市街地への路線
・地域乗合タクシー移行（運行車両＝ワゴン車）
（8便／日）

八王子線
・競合解消のため、東行き便は田原市街地への

直行便を廃止し、幹線乗合交通（伊良湖本線）
野田バス停で乗り継ぎ

・運行車両＝ワゴン車（最大10便／日）

平
成
26
年
8
月
か
ら
関
係
す
る
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
協
議
・

調
整
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
ご
と
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
運
行
ル

ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
・
車
両
の
大
き
さ
・
バ
ス
停

の
個
所
な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行

い
、取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

▪
再
編
後
の
路
線
概
要

　

下
表
の
と
お
り

▪
再
編
の
実
施
日

　

10
月
１
日（
木
）

※
各
路
線
の
運
行
ル
ー
ト
は
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
経
営
企
画
課
☎ 

27
局
８
６
０
３

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

市政の話題

1
P

u
blic tran

sportation

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
乗
合
交
通（
ぐ
る
り
ん
バ
ス
・
八
王
子
線
）の
再
編

～
地
域
全
体
の
協
働
で
〝
つ
く
り
・
守
り
・
育
て
る
＂
移
動
手
段
～

▲地域集合タクシー運行車両
　（写真は八王子線いずみ号）
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市政の話題

た
は
ら
ソ
ー
ラ
ー
第
一
、第
二
発
電
所

の
竣
工
式
が
、５
月
15
日（
金
）に
行

わ
れ
、三
菱
商
事
㈱
や
関
係
各
社
の
代
表

者
、田
原
市
長
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、た
は
ら
ソ
ー
ラ
ー
合
同
会

社
が
事
業
運
営
に
あ
た
り
、約
98　
ha
の
面
積

で
約
81
Ｍ
Ｗ（
一
般
家
庭
約
２
万
５
０
０
０

世
帯
分
）の
発
電
規
模
を
誇
り
、市
が
推
進

す
る「
た
は
ら
エ
コ・ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」

に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
、地
球

環
境
に
負
荷
を
与
え
な
い
ク
リ
ー
ン・エ
ネ
ル

ギ
ー
を
供
給
す
る
ま

ち
と
し
て
全
国
か
ら

注
目
さ
れ
、さ
ま
ざ

ま
な
産
業
や
地
域
の

活
性
化
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
企
業
立
地
推
進
室

☎
23
局
３
５
４
９

Photovoltaic power plant

国
内
最
大
規
模
の
太
陽
光
発
電
所

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進

2

市
内
で
24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
を
展
開
す
る
事
業
者

６
社（
25
店
舗
）と
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）設
置
に
関
す
る
協
定
の
締
結

式
を
６
月
22
日（
月
）、市
役
所
に
お
い
て

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、７
月
１
日
か
ら
市
内
の

24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

全
店
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
、必
要
な
時
に

い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、学
校
や
市
民
館
な
ど
公

共
施
設
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
は
ほ
ぼ
完
了
し

て
お
り
、民
間
施
設
に
お
い
て
も
設
置
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、休
日
や

夜
間
に
利
用
で
き
る
施
設
が
少
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、24
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、さ

ら
な
る
救
命
率
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
店
舗
名

【
サ
ー
ク
ル
Ｋ
】渥
美
小
塩
津
店
、渥
美
保

美
店
、田
原
浦
店
、田
原
古
田
町
店
、田
原

六
連
店
、田
原
西
屋
敷
店
、田
原
野
田
店
、

豊
島
店
、吉
胡
店
、赤
羽
根
店
、田
原
赤
石

店【
サ
ン
ク
ス
】渥
美
伊
川
津
店
、渥
美
中

山
店
、田
原
片
西
店
、赤
羽
根
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
店
、渥
美
高
木
店【
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
】

田
原
浦
川
向
店
、田
原
大
久
保
店
、田
原
本

町
店
、田
原
殿
町
店
、田
原
古
田
町
店【
ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
】田
原
神
戸
町
店
、田
原
保
美

町
店【
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
】田
原
新
清
谷

店【
ロ
ー
ソ
ン
】渥
美
病
院
前
店

▼
消
防
署
☎
23
局
４
０
７
５

B
ecom

e m
ore convenient

い
つ
で
も
誰
で
も
使
用
可
能
に

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

3

▲AED設置に関する協定の締結式の様子

●竣工式の様子

市内の子どもたちと菜の花
などの種まきを行い、「資源
循環」について考えてもら
えるよう取り組んでいま
す。これからの時期は、春に
種をまいたヒマワリが見ご
ろになります。

市環境政策課

鈴木 孝明 さん
たか あき

▶政策推進課☎23局3507

報告No.3

市内の遊休農地に菜の花な
どを作付けし、再び農地とし
て利用できるようにする「菜
の花エコプロジェクト」を推進
しています。遊休農地解消と、
美しい農村景観の形成を目
指します！

NPO法人　田原菜の花エコ
ネットワーク

齋藤 敏夫 さん
とし   お
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　今年も、たはらエコ・ガーデンシティ構想の一層の推進を図るため、推進計画の７つのプロジェクト
を題材としたエコ普及啓発ポスターを募集します。

エコ普及啓発ポスター

◉応募資格　市内在住・在勤・在学の方
◉募集部門　❶小学生低学年の部❷小学生高学年の部❸中学・高校・一般の部
◉募集期間　9月11日金まで
◉画材　　　 四つ切画用紙
◉応募方法　部門❶❷および部門❸のうち中学生と高校生は各学校へ、部門❸のうち一

般の方は郵送または、直接環境政策課、渥美支所市民生活課、赤羽根市民セ
ンターのいずれかへ持参

◉賞・表彰　 部門別に最優秀賞、優秀賞、入選を選出
　　　　　　 賞状と副賞を贈呈／10月下旬に表彰予定
◉発表　　　広報たはらおよび市ホームページで11月に発表予定
◉主催　　　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会

▶問合先　
　たはらエコ・ガーデンシティ地域協議会事務局（環境政策課内）
　〒４４１－３４９２（住所不要）
　☎23局７４０１ 23局０１８０
    kankyo@city.tahara.aichi.jp　

たはら
エコ
フェスタ
たはらエコ・ガーデンシティ構想の普及啓発を図るため、市民活動団体や事業者の皆さんとの協働によるエコ

イベント「たはらエコフェスタ２０１５」を開催します。ご家族やご近所の皆さんとお誘いあわせのうえ、お
越しください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▶環境政策課☎23局7401

テーマ　エコ・食・農・健康　～暮らしの中のエコ～

日　時　7月2６日日午前10時～午後3時30分

場　所　田原文化会館一帯

内　容　親子で楽しむ体験型エコ教室、環境クイズラ
リー、第3回きらり☆宝市（不用品リユースイベント）、
燃料電池自動車MIRAI・小型EVコムスの展示、渥美半島
生態系ネットワーク形成フォーラムの開催、環境戦隊た
はらエコレンジャーショー　など

2015

募集

　走行時に二酸化
炭素を排出しない究
極のエコカーといわれ
る「M

ミ ラ イ

IRAI」がエコフェ
スタの会場にやってき
ます。話題のエコカー

を間近に見るチャンス！もちろん、実際に乗ることも
できます。（運転はできません）

このイベントは、たはら健康マイレージの対象です。

▶昨年度最優秀賞作品

▲エコレンジャーとのふれあい ▲工作教室 ▲第1回きらり☆宝市

昨年の
エコフェスタ
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しらす漁、最盛期。
4月ごろの解禁から、11月まで続くしらす漁。
漁師たちは、辺りが薄暗いうちから海に繰り出し、1日に何度も網を
仕掛け、鮮度を落とさないよう素早く網を引き上げます。
昼過ぎに帰港。港で、すぐにせりが行われ、買い取られていきます。
鮮度が保たれた良質なしらすはキラキラ輝き、宝石のよう。
旬のしらす、ぜひ味わってみてください。

〔撮影地：赤羽根漁港〕平成27年7月1日│　 │7



◦対象　※所得制限があります

・母子家庭（父に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下（18歳に達した日
の属する年度の末日まで。以下同じ）の児童を養育する母および児童

・父子家庭（母に重度の障害がある家庭を含む）で18歳以下の児童を養育す
る父および児童

・父母のいない18歳以下の児童
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、戸籍謄本（写しでも可）、転入者の場合は所得証明書

◦対象
中学３年生（満15歳に達した最初の３月31日）まで
※小学生以上の障害者医療・母子家庭等医療を受けられる方を除く

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証（加入手続き中のときは証明書）、印鑑

田原市では、市民の皆さんが医療機関にかかるときの費用の負担を軽くし
て、安心して医療サービスを受けていただけるよう、さまざまな助成制度
を設けています。詳しくはお問い合わせください。

◉保険年金課　医療グループ 　　☎23局3514
国保年金グループ ☎23局2149

❖子ども医療費助成

❖母子家庭等医療費助成

医療費の助成制度

◦対象
後期高齢者医療に加入している方で以下に該当する方
・障害者医療の受給資格者
・ひとり暮らしの方（市町村民税非課税または免除されている方）など

◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。

◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳など

❖後期高齢者福祉医療費助成

※
８
月
１
日
か
ら
印
刷
は
だ
い
だ
い
色

田原市では、平成20年度
から子ども医療費が中学
卒業まで無料となってい
ます。（それまでは小学校
入学前まで）

見 
本

見 

本

見 

本
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医療費の助成制度

◦対象
・１～３級の身体障害者手帳所持者（腎臓機能障害は４級、進行性筋萎縮症は

４～６級の方）
・Ａ・Ｂ判定の療育手帳所持者
・自閉症状群と診断されている方
◦内容
医療保険における自己負担額を助成します。
◦申請に必要なもの
保険証、印鑑、それぞれの手帳（自閉症状群については、自閉症の診療経験が
ある医師の発行する診断書）

◦対象
①精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちでない方で、次のいずれかに
　該当する方
・精神障害と診断され、自立支援医療（精神通院）を受けている方
・精神障害と診断され、入院している方（措置入院の方は除く）
②精神障害者保健福祉手帳１・２級をお持ちの方
◦内容
①医療保険における精神障害治療に必要な通院医療費の自己負担額全額と
　入院医療費の自己負担額の半額を助成します。
②医療保険における自己負担額の全額を助成します。
◦申請に必要なもの
①【通院】 保険証、印鑑、自立支援医療受給者証  ※受給者証は通院のみ発行します。
　【入院】 保険証、印鑑、診断書、入院時の領収書・通帳など振込先のわかるもの
②精神障害者保健福祉手帳、保険証、印鑑、領収書、通帳など振込先のわかるもの

◦対象
国民健康保険に加入している70歳以上の方
※70歳の誕生日の翌月（１日生まれの方は誕生月）からが対象となります。
◦内容
医療を受けたとき、自己負担額が以下のとおりとなります。

【昭和19年4月1日以前生まれの方】１割（現役並みに所得がある方は３割）
【昭和19年4月2日以降生まれの方】２割（現役並みに所得がある方は３割）
◦発行について
該当の方へ70歳の誕生日の月末に郵送します。（１日生まれの方は前月末）

◉国民健康保険高齢受給者証をお持ちの方には、７月31日（金）までに新しい受
給者証を郵送します。

◉有効期限が平成27年７月31日の母子家庭等医療費受給者証・後期高齢者福祉
医療費受給者証をお持ちの方で更新申請がお済みでない方は、更新手続き
が必要です。対象になると思われる方で、通知が届かない場合はお問い合わ
せください。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ▼保険年金課☎23局3514

❖国民健康保険　高齢者医療費給付

❖障害者医療費助成

❖精神障害者医療費助成

医療費受給者証の更新をお忘れなく

※
８
月
１
日
か
ら
用
紙
は
薄
だ
い
だ
い
色

田原市では、平成26年4月から精神障
害者保健福祉手帳1・2級所持者の医療
保険における全疾患の自己負担額全
額を助成しています。

見 

本

見 
本

見 

本
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民生費
85億7,995万円

（26.2％）

衛生費
25億9,686万円

（7.9％）

農林水産業費
25億9,833万円

（7.9％）

商工費
8億9,421万円

（2.7％）

土木費
37億1,749万円

（11.3％）

消防費
16億6,033万円

（5.1％）

教育費
30億2,393万円

（9.2％）

公債費
34億3,384万円

（10.5％）

議会費
2億2,561万円

（0.7％）

その他
(労働費・災害復旧費など）

1億583万円
（0.3％）

総務費
59億4,897万円

（18.1％）

予算額（構成比）

●歳出 予算額  327億8,534万円
支出済額   269億4,294万円

支出率
82.2%

　田原市では、市の家計簿である財政の状況を、上半期と下半期に分けて、年２回公表しています。今回は平成26
年度下半期（平成26年10月～平成27年3月）の予算執行状況などをお知らせします。なお、表中の金額は１万円未満
を四捨五入しているため、合計などに多少のずれが生じています。（3月31日現在）▶財政課☎２７局８６０１

■市債(借入金)の状況 ■市有財産
財産 内容 面積・金額

土地 公園や学校の敷地など 346 万 8,715㎡

建物 市役所・学校など 40 万 902㎡

基金 財政調整基金など 160 億６,708 万円

出資による権利 （公財）崋山会など 4 億 4,920 万円

一般会計
227億9,503万円

特別会計
106億1,147万円

教育債
34億8,088万円

土木債 31億6,649万円

その他（消防債・農林水産業費・衛生債など）
22億7,370万円

公共下水道事業特別会計
77億5,118万円

農業集落排水事業特別会計
28億6,029万円

総額●334億651万円
臨時財政対策債
80億7,307万円

減収補てん債
27億円830万円公営住宅債　12億2,584万円

総務債  9億958万円
減税補てん債  9億5,718万円

高齢者や障害者支援、

保育園の運営など

コミュニティ支援や

職員給与など

小中学校運営や

生涯学習など

商業や観光の振興や
企業誘致など

予防接種やごみ処理など

主な使い道

道路や公園の整備など
借金の返済
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市税
188億7,370万円

(57.6%)

分担金及び負担金
3億3,046万円

(1.0%)

使用料及び手数料
4億1,393万円

(1.3%)

国庫支出金
22億2,276円

(6.8%)

県支出金
25億2,251万円

(7.7%)

繰越金
15億1,344万円

(4.6%)

繰入金
4億7,590万円

(1.5%)

その他
1億2,227万円

(0.4%)

諸収入
7億3,292万円

(2.2%)

市債
4億5,100万円

(1.4%)

地方交付税
36億266万円

(11.0%)

地方譲与税等
15億2,380万円

(4.6%)

●歳入 予算額  327億8,534万円
収入済額   307億8,877万円

収入率
93.9%

予算額（構成比）

財政状況を公表します
■一般会計

平成2６年度
下 半 期

会計 予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 80 億 2,126 万円 74 億 5,597 万円 93.0％ 71 億 9,333 万円 89.7％
公共下水道事業特別会計 14 億 1,859 万円 12 億 8,113 万円 90.3％ 11 億 6,960 万円 82.4％
農業集落排水事業特別会計 10 億 8,106 万円 8 億 6,427 万円 79.9％ 8 億 3,998 万円 77.7％
田原福祉専門学校特別会計 1 億 1,578 万円 9,743 万円 84.2％ 1 億 　  69 万円 87.0％
介護保険特別会計 46 億 8,023 万円 43 億 3,717 万円 92.7％ 37 億 5,368 万円 80.2％
後期高齢者医療特別会計 7 億　 966 万円 6 億 5,948 万円 92.9％ 6 億 4,783 万円 91.3％

計 160 億 2,658 万円 146 億 9,544 万円 91.7％ 137 億　 510 万円 85.5％

■特別会計

所得税・法人税・消費税などが

もとになった国からの交付金

子ども医療費の補助金など

道路や公園を作るための

補助金など

市民税・固定資産税など

去年余ったお金

地方消費税や重量税などが

もとになった国からの交付金

貯金の取り崩し

新たな市の借金

市営住宅家賃など

保育所利用料など
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

5

6

月

月

　

泉
小
学
校
の
児
童
が
江
比
間
海
岸
で
海
岸
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。地
元
漁
師
の
皆
さ
ん
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
取
り
組
み
。今
年
は
関
係
機
関

の
協
力
に
よ
り
、初
め
て
稚
魚
を
放
流
し
、地
域
の

自
然
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

伝
統
の
田
原
凧
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。23

日（
土
）、ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱
厚
生
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
初
凧
祈
願
祭
で
は
、83
枚
の
初
凧
が
大
空
に
舞

い
上
が
り
、子
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
ま
し
た
。ま

た
、24
日（
日
）に
は
、は
な
の
き
広
場
周
辺
で
け
ん
か

凧
合
戦
が
催
さ
れ
、34
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

き
れ
い
な
海
岸
に

戻
っ
て
お
い
で

健
や
か
に
育
て
！

凧
に
願
い
を
込
め
て

５
月
23
日［
土
］

▲子の健やかな成長を願う家族の願いはいつの時代も変わりません

▲交流を行った混合班で記念撮影！阿南町の小学校との交流は旧渥美町
　時代から続いています

６
月
１
日［
月
］

▲きれいになった海岸でメバルとヒラメの稚魚を放流する児童
　（稚魚提供：公益財団法人日本釣振興会、マリンテック株式会社）

　

長
野
県
下
伊
那
郡
阿
南
町（
友
好
都
市
）の
小
学

５
年
生
34
名
が
伊
良
湖
岬
小
学
校
を
訪
れ
、５
年

生
32
名
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。お
互
い
の
ふ
る
さ

と
を
紹
介
し
た
後
、和
地
海
岸
へ
移
動
し
、両
市
町

の
混
合
班
に
分
か
れ
て
砂
山
の
高
さ
を
競
い
合
う

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

受
け
継
が
れ
る
交
流

深
ま
る
友
情

６
月
２
日［
火
］
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＝
７
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
中
央
・
赤
羽

根
・
渥
美
図
書
館
に
あ
る
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
中
央
図
書
館
中
央

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
提
出

▼
中
央
図
書
館　

☎
23
局
４
９
４
６

23
局
４
６
４
６

野
菜
や
果
物
の
魅
力
を
伝
え
る

キ
ッ
ズ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
な
ろ
う
！

　

子
ど
も
か
ら
子
ど
も
へ
楽
し
み
な
が
ら

野
菜
・
果
物
の
魅
力
を
広
げ
る
「
キ
ッ
ズ

野
菜
ソ
ム
リ
エ
」。
任
命
さ
れ
る
と
、
友

だ
ち
に
野
菜
・
果
物
の
魅
力
を
伝
え
る
と

い
う
任
務
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

　

講
座
を
受
け
て
、
キ
ッ
ズ
野
菜
ソ
ム
リ

エ
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
年
中
～
小
学
６
年

生　

▼
日
時
＝
８
月
30
日
（
日
）【
午
前

の
部
】
午
前
10
時
～
11
時
30
分
【
午
後
の

部
】
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

▼
集
合
＝

田
原
文
化
会
館
２
０
１
・
２
０
２
会
議
室

▼
内
容
＝
ク
イ
ズ
や
食
べ
比
べ
の
ほ
か
、

募
集

W
A
N
TED

田
原
市
臨
時
職
員

（
図
書
館
業
務
）

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
採
用
期
間
＝
８

月
１
日
～
31
日　

▼
勤
務
場
所
＝
中
央
図

書
館　

▼
勤
務
形
態
＝
火
～
金
曜
日
お
よ

び
土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
／
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
賃
金
＝
時
給

８
５
０
円　

▼
選
考
方
法
＝
面
接
／
７
月

23
日
（
木
）
午
後
２
時
～　

▼
申
し
込
み

五
感
を
使
っ
て
自
分
の
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
を
学
び
ま
す
。　

▼
定
員
＝
各
15
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
１
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
８
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
身
長
・
保
護
者
の
氏
名
・
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
）　

▼
服
装
＝
白
い

シ
ャ
ツ　

▼
そ
の
他
＝
任
命
さ
れ
た
お
子

さ
ん
に
は
、
キ
ッ
ズ
野
菜
ソ
ム
リ
エ
エ
プ

ロ
ン
・
チ
ー
フ
・
任
命
書
・
名
刺
を
進
呈

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

「
渥
美
半
島　

花
の
超
祭
典
」に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▪
渥
美
半
島　

花
の
超
祭
典

▼
期
日
＝
平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）・
21
日

（
日
）　

▼
場
所
＝
休
暇
村
伊
良
湖
周
辺

▼
内
容
＝
①
田
原
市
の
花
の
展
示
②
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
（
花
の
生
産
ほ
場
見
学
会
）
③
フ

ラ
ワ
ー
レ
ッ
ス
ン
＆
花
育
体
験
④
フ
ラ
ワ
ー

ビ
レ
ッ
ジ
（
花
の
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
）

　

こ
の
事
業
は
、
市
民
提
案
型
委
託
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
、
市
民
団
体
が
実
施
主

体
と
な
り
行
う
も
の
で
す
。（
主
催
は
田

原
市
）
た
だ
今
、実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

皆
で
わ
い
わ
い
が
や
が
や
言
い
な
が
ら
、

詳
細
な
計
画
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
一

緒
に
田
原
市
の
花
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
。

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138

こ
の
事
業
に
賛
同
い
た
だ
き
、
花
を
無
償

で
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
や
一
緒
に
花

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
企
業
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７
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生
涯
学
習
情
報
誌 

有
料
広
告

▼
募
集
枠
数
＝
８
枠　

▼
掲
載
場
所
＝

生
涯
学
習
情
報
誌
（
平
成
27
年
度
下
半

期
）
の
裏
表
紙
／
発
行
部
数
２
万
部　

▼
広
告
の
サ
イ
ズ
と
掲
載
料
＝
【
１
種
広

告
】
縦
４・５㎝
×
横
８・５㎝
、
裏
表
紙
１
枠

１
万
５
４
２
０
円
ほ
か　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
30
日
（
木
）
ま
で
に
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
署
名
・
押
印
し
た
も
の
に

広
告
原
稿
、
会
社
概
要
な
ど
を
添
付
し
て

直
接
持
参　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
要
綱

な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
お
よ

び
要
綱
な
ど
は
、
市
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
文
化
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
６
３
５

22
局
３
８
１
１

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

section/kyoiku/

い
い
ね
！
三
河
湾

美う
つ
くS

し

い

E
A

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

▼
題
材
＝
三
河
湾
お
よ
び
三
河
湾
沿
岸

で
、
自
然
風
景
や
海
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い

の
風
景　

▼
作
品
規
格
＝
白
黒
・
カ
ラ
ー

可
、
四
ツ
切
・
四
ツ
切
ワ
イ
ド
・
Ａ
４
可

▼
募
集
期
間
＝
９
月
25
日
（
金
）
ま
で

／
締
切
日
必
着　

▼
賞
＝ 

【
金
賞
（
１

名
）】
２
万
円
相
当
商
品
【
銀
賞
（
１
名
）】

１
万
円
相
当
商
品
【
銅
賞
（
1
名
）】

５
０
０
０
円
相
当
商
品
【
美S

E
A

賞
（
７

名
）】
３
０
０
０
円
相
当
商
品　

▼
審
査

＝
作
品
展
示
見
学
者
に
よ
る
投
票

▪
応
募
細
則

・
何
点
で
も
応

募
可
能
（
た
だ

し
一
人
一
賞
ま

で
）。

・
自
身
撮
影
で
未

発
表
ま
た
は
発

表
予
定
の
無
い

写
真
に
限
る
。

・
写
真
は
、
プ
リ
ン
ト
し
て
提
出
。

・
組
写
真
、
画
像
の
加
工
、
編
集
写
真
は

不
可
。

・
作
品
の
裏
に
、
画
題
・
撮
影
場
所
・
撮

影
日
時
・
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を

記
載
。

・
作
品
の
使
用
権
は
主
催
者
に
帰
属
、
後

日
ネ
ガ
・
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
提
出
。

・
人
物
が
写
っ
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
肖
像

権
に
関
す
る
許
可
を
自
身
で
と
る
こ
と
。

・
応
募
作
品
の
返
却
は
行
わ
な
い
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.m

ikaw
aw

anjouka.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
事
務
局
（
豊

橋
市
環
境
保
全
課
内
）

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
３
９
０

講
座

course

夏
休
み
家
族
で
学
ぼ
う
！

い
の
ち
の
教
室

▪
親
子
ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
教
室

　

悲
し
い
水
の
事
故
か
ら
い
の
ち
を
守
る

こ
と
を
親
子
で
学
ぶ
教
室
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

▼
日
時
＝
７
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時
～

３
時　

▼
場
所
＝
白
谷
海
浜
公
園

▼
定
員
＝
10
組
（
先
着
順
）　

▼
そ
の
他

＝
服
装
や
準
備
品
は
参
加
者
に
別
途
連
絡

▪
家
族
フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
教
室

　

フ
ァ
ー
ス
ト
レ
ス
ポ
ン
ダ
ー
と
は
、
事

故
や
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
最
初
に
対

応
す
る
人
の
こ
と
で
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
や
災
害
か
ら
家
族
を
守
る
こ
と
を
学
ぶ

教
室
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
保
護

者　

▼
日
時
＝
８
月
９
日
（
日
）
午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
市

消
防
署　

▼
定
員
＝
40
名
程
度（
先
着
順
）

◦
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
消
防

署
に
直
接
ま
た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
・
在
学
の
方
は
学
年
・
学
校
名
を
明

記
）

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp

実
技
救
命
講
習
会

　
「
救
命
入
門
コ
ー
ス
を
受
け
た
け
れ
ど
、

忘
れ
な
い
う
ち
に
も
う
一
度
確
認
し
た

い
」
と
い
う
方
の
た
め
に
実
技
救
命
講
習

を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
お
お
む
ね
１
年
以
内
に
救
命
講

習
を
受
講
し
た
方
で
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方　

▼
日
時
＝
８
月
23
日
（
日
）

午
前
９
時
～
11
時　

▼
場
所
＝
消
防
署
赤

羽
根
分
署　

▼
定
員
＝
20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
８
月

22
日
（
土
）
ま
で
に
直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
、件
名
に「
実
技
講
習
」、

本
文
に
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
職
業
を
明
記
）　

▼
そ
の
他

＝
講
習
修
了
者
に
修
了
証
を
交
付
／
た
は

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
消
防
署
赤
羽
根
分
署

☎
45
局
４
１
１
９

45
局
４
１
２
０

akabaneb@
city.tahara.aichi.jp
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た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
講
座
名
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
吉
胡
貝
塚
資
料
館

☎
22
局
８
０
６
０

22
局
８
０
７
０

yoshigo@
city.tahara.aichi.jp

親
子
料
理
教
室

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者　

▼
期
日
／
場
所
／
定
員
＝
表
の
と

お
り　

▼
時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

30
分　

▼
参
加
料
＝
１
名
２
０
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
７
月
21
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場

合
は
、
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・

希
望
日
［
第
２
希
望
ま
で
］
を
明
記
）
／

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
持
ち
物

＝
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
（
バ

ン
ダ
ナ
）・
上
靴
（
子
ど
も
の
み
）　

▼
そ

の
他
＝
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
田
原
市
健
康
づ
く
り
食
生
活
改
善
協
議

吉
胡
貝
塚
資
料
館

夏
の
体
験
講
座

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も（
小
学
校
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

▼
日
時
／
講
座

名
／
内
容
／
定
員
（
先
着
順
）
／
参
加
料

＝
表
の
と
お
り　

▼
申
し
込
み
＝
電
話
ま

会
（
健
康
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

渥
美
病
院

「
院
内
探
検
ツ
ア
ー
」 

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
小
学
４
～
６
年
生

と
そ
の
保
護
者　

▼
日
時
＝
８
月
１
日

（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
30
分
（
予
定
）　

▼
場
所
＝
渥
美
病
院　

▼
内
容
＝
簡
単
な

病
院
の
紹
介
、病
院
施
設（
手
術
室
、調
剤
・

検
査
室
、
地
下
免
震
ピ
ッ
ト
な
ど
）
や
高

度
医
療
機
器
の
見
学
・
体
験　

▼
定
員
＝

15
組
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

17
日
（
金
）
ま
で
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
厚
生
連
渥
美
病
院 

企
画
室

（
〒
４
４
１

－

３
４
１
５　

田
原
市
神
戸

町
赤
石
１

－

１
）

☎
22
局
２
１
３
１

22
局
０
２
８
４

postm
aster@

hp.atsum
i.jaaikosei.or.jp

下
水
道
バ
ス
ツ
ア
ー

（
小
・
中
学
生
向
け
の
内
容
） 

▼
対
象
＝
東
三
河
在
住
の
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）　
▼
日
時
＝
８
月
22
日

（
土
）
午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
45
分

▼
集
合
＝
田
原
市
役
所
北
玄
関　

▼
見
学

予
定
地
＝
愛
知
県
下
水
道
科
学
館
（
稲
沢

市
）
※
科
学
館
ま
つ
り
開
催
中　

▼
定
員

＝
田
原
市
民
10
名
（
全
体
80
名
）
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選　

▼
参
加
料
＝
無
料

（
昼
食
は
各
自
持
参
）　

▼
申
し
込
み
＝
７

月
31
日（
金
）ま
で
に
、電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ・

Ｅ
メ
ー
ル・は
が
き
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ・Ｅ
メ
ー
ル・

は
が
き
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
下
水
道
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

gesui@
city.tahara.aichi.jp

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

（
平
成
27
年
10
月
入
学
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。「
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学

を
卒
業
し
た
い
」「
学
び
を
楽
し
み
た
い
」

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
や
職

業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。
心
理
学
・
福

祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間
＝【
第
１
回
】８
月
31
日（
月
）

ま
で
【
第
２
回
】
９
月
20
日
（
日
）
ま
で

※
資
料
請
求
は
、
電
話
の
ほ
か
放
送
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.ouj.
ac.jp

）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
２
）８
３
１
局
１
７
７
１

期日 場所 定員

7/30木

田原
福祉センター 各15 組7/31金

8/  8土

8/  7金 あつみ
ライフランド 10 組

■親子料理教室

■吉胡貝塚資料館　夏の体験講座
日時 講座名 内容 定員 参加料

7/19日・25土・8/1土・9日
22土・30日
①10：30～11：30
②13：30～14：30

竹の弓矢を作ろう 竹を割って弓矢をつくります。
（ナタなど刃物を使用）

各
10 名 200円

7/20月 ・8/2日・8土・23日
29土
①10：30～11：30
②13：30～14：30

アンギン編み アンギンという縄文時代からある
編み方でコースターを作ります。

各
20 名 200円

7/18土～8/31月
9：00～15：00（随時受付） まが玉づくり いろいろな種類を作成できます。

（黒・ピンク・小さなまが玉２つ） － 300円
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▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
７
月

22
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、住
所
・
氏
名［
参
加
者
全
員
］・
年
齢
・

電
話
番
号
を
明
記
）
※
締
切
日
必
着

▼
経
営
企
画
課
（
田
原
市
地
域
公
共
交
通

会
議
事
務
局
）

☎
27
局
８
６
０
３

23
局
０
１
８
０

keieikikaku@
city.tahara.aichi.jp

生
活

LIFE

個
人
番
号
の
通
知
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
年
金
・
雇
用
保

険
や
税
申
告
な
ど
の
手
続
き
に
、
個
人
番

号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
10
月
か
ら
順
次
、
個
人

番
号
が
記
載
さ
れ
た
「
通
知
カ
ー
ド
」
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
は
、
希
望

さ
れ
る
方
に
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交

付
も
始
ま
り
ま
す
。

　

通
知
を
確
実
に
お
受
け
取
り
い
た
だ
く

た
め
、
住
民
票
の
住
所
が
今
の
お
住
ま
い

と
異
な
る
方
は
、
お
早
め
に
住
民
票
の
異

動
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１

23
局
４
２
７
０

想
定
さ
れ
る
津
波
浸
水
区
域
内
の

農
業
用
重
油
タ
ン
ク
調
査
を
実
施

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
被
害
想
定
で
は
、

津
波
に
よ
り
浸
水
す
る
区
域
は
市
内
の
約

16
・
５
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
で
は
津
波
に
よ
っ
て
危
険
物
な
ど
が

流
さ
れ
大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
た
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
、想

定
さ
れ
る
津
波
浸
水
区
域
内
の
農
業
用
重

油
タ
ン
ク
の
設
置
状
況
調
査
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
想
定
さ
れ
る
津
波
浸
水
区
域
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
農
業
用
重
油
タ
ン
ク

▼
期
間
＝
７
月
か
ら
11
月　

▼
内
容
＝
設

置
お
よ
び
維
持
管
理
状
況
を
消
防
職
員
が

調
査

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４

23
局
０
１
８
０

夏
休
み
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

目
指
せ
！
バ
ス
博
士

パ
パ
や
マ
マ
と
バ
ス
の
こ
と
を
学
ぼ
う
!!

　

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
の

多
い
「
路
線
バ
ス
」。
バ
ス
の
乗
り
方
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
普
段
で
は
体
験
で

き
な
い
バ
ス
と
の
綱
引
き
や
洗
車
体
験
、

整
備
工
場
の
見
学
を
し
た
り
実
体
験
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
と
保
護
者（
１
組
：

保
護
者
を
含
む
５
名
ま
で
）　

▼
日
時
＝

８
月
８
日
（
土
）
午
前
９
時
50
分
～
正
午

▼
集
合
・
解
散
＝
田
原
市
役
所　

▼
場
所

＝
豊
鉄
バ
ス
㈱
植
田
車
庫　

▼
定
員
＝
35

名
程
度
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
定
期

予
防
接
種
で
感
染
予
防
を

　

高
齢
者
が
肺
炎
に
な
る
原
因
の
中
で
最

も
多
い
肺
炎
球
菌
の
感
染
を
予
防
し
、
重

症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

▼
対
象
者
＝
①
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳
（
平

成
28
年
４
月
１
日
時
点
の
満
年
齢
）
②
60

歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
な
ど
の
機
能
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

方
／
過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
外

▼
実
施
期
間
＝
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

▼
場
所
＝
市
内
指
定
医
療
機
関　

▼
自
己

負
担
額
＝
２
０
０
０
円
（
生
活
保
護
世
帯

の
方
お
よ
び
平
成
27
年
度
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
自
己
負
担
免
除
）

▼
健
康
課
（
市
役
所
内
）

☎
23
局
３
５
１
５

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６

33
局
０
３
１
９

 水遊び広場で遊ぼうよ！

サンテパルクたはらでは、夏季限定の水遊び広
場を開設します。水深 10 ～ 40㎝程度で、小さ
なお子さんでも楽しめます。
ぜひご利用ください。

【期間】
7/18土～8/31月

▼サンテパルクたはら
☎25局1234
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田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金

▼
対
象
＝
市
内
に

住
所
ま
た
は
事
業

所
が
あ
る
個
人
お

よ
び
事
業
者
が
３

名
以
上
で
組
織
す

る
団
体　

▼
対
象

事
業
＝
観
光
誘
客

や
シ
テ
ィ
ー
セ
ー

ル
ス
促
進
の
た
め
の
催
事
、
観
光
客
の
利

便
向
上
や
観
光
に
係
る
人
材
育
成
の
た
め

の
調
査
、
研
究
お
よ
び
研
修
、
観
光
看
板

設
置
な
ど
の
環
境
整
備
な
ど　

▼
申
し
込

み
＝
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
商
工
観
光

課
に
あ
る
申
請
書
類
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
商
工
観
光
課
ま
で
提
出

▼
審
査
＝
８
月
上
旬
に
市
が
主
催
す
る
審

査
会
に
て
、
書
類
審
査
お
よ
び
提
案
説
明

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）　

▼
採
択
決
定

＝
８
月
中
旬
に
可
否
を
通
知　

▼
事
業
開

始
＝
補
助
金
交
付
決
定
後
（
８
月
中
旬
）

事
業
着
手

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
促
進
補
助
金

　

従
業
員
の
福
祉
の
増
進
と
雇
用
の
安
定

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
に
新
規
に
加
入
し
た
中
小
企

業
に
対
し
、
納
付
掛
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す

中
小
企
業
者
①
田
原
市
内
に
事
務
所
ま
た

は
事
業
所
が
あ
る
②
中
小
企
業
退
職
金
共

済
に
新
規
に
加
入
し
、
そ
の
後
12
カ
月
分

の
掛
金
を
納
付
済
み
で
あ
る
③
市
税
の
滞

納
が
な
い　

▼
補
助
額
＝
補
助
対
象
者
が

共
済
契
約
締
結
時
に
お
け
る
被
共
済
者
に

係
る
掛
金
月
額
の
１
０
０
分
の
20
に
12
を

乗
じ
た
額
（
た
だ
し
、
後
納
割
増
金
を
除

く
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
全

て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪

を
犯
し
た
人
達
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

田
原
市
に
お
い
て
も
、
運
動
の
一
環
と

し
て
、
第
65
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

「
講
演
と
演
奏
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
30

分
～　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館
文
化

ホ
ー
ル　

▼
講
演
＝
「
本
音
の
言
え
な
い

子
供
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
」【
講
師
】
沓

名
和
子
氏
（
ゆ
ず
り
は
学
園　

学
園
長
）

▼
演
奏
＝
田
原
中
学
校　

▼
定
員
＝

３
８
０
名　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し

込
み
＝
不
要

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０

23
局
３
９
７
０

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

▼
対
象
＝
障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・

知
的
・
精
神
・
そ
の
他
）
／
車
椅
子
の
方

は
不
可　

▼
コ
ー
ス
＝
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
―

振
動
工
具
お
よ
び
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
資
格

習
得
コ
ー
ス　

▼
内
容
＝
初
心
者
対
象
に

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
の
基
本
操
作
、
振

動
工
具
従
事
者
に
対
す
る
安
全
教
育　

▼
日
時
＝
10
月
27
日
（
火
）
～
11
月
19
日

（
木
）
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▼
場

所
＝
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
教
習
所
（
株
）
東
海

教
習
セ
ン
タ
ー　

▼
定
員
＝
15
名
（
面

接
で
選
考
）　

▼
受
講
料
＝
テ
キ
ス
ト
代

２
１
６
０
円
、
修
了
証
写
真
代
２
枚
分　

▼
申
し
込
み
＝
９
月
29
日
（
火
）
ま
で
に
、

公
共
職
業
安
定
所
に
て
手
続
き
（
受
講
に

は
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
）

▼
愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎（
０
５
３
３
）93
局
２
５
０
５

認
知
症
介
護
者
交
流
会

認
知
症
介
護
相
談

▪
認
知
症
介
護
者
交
流
会

　

認
知
症
介
護
で

お
困
り
の
方
が
、

何
で
も
話
し
合
え

る
場
所
で
す
。

▼
対
象
＝
認
知
症

の
家
族
を
介
護
し

て
い
る
方　

▼
日
時
＝
７
月
４
日
、
８
月

１
日
、９
月
５
日
、10
月
３
日
、12
月
５
日
、

平
成
28
年
１
月
９
日
、
２
月
６
日
、
３
月

５
日
（
す
べ
て
土
曜
）
／
午
後
１
時
30
分

～
４
時　

▼
場
所
＝
豊
橋
商
工
会
議
所　

▼
参
加
費
＝
１
回
５
０
０
円

▪
認
知
症
介
護
相
談

　

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
専
門
の

ス
タ
ッ
フ
が
お
応
え
し
ま
す
。

相
談
専
用
☎（
０
５
６
２
）31
局
１
９
１
１

▼
日
時
＝
平
日
（
月
曜
日
～
金
曜
日
）
午

前
10
時
～
午
後
４
時

▼
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
愛
知
県
支
部

☎（
０
５
６
２
）33
局
７
０
４
８
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愛
知
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

市
消
防
署
と
合
同
訓
練
を
実
施

　

愛
知
県
防
災

航
空
隊
と
田
原

市
消
防
署
が
合

同
で
防
災
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
訓

練
を
行
い
ま

す
。
訓
練
中
は

騒
音
が
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
訓
練
会
場
付
近
へ
の
立
入

り
制
限
を
行
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
７
月
24
日
（
金
）
午
前
10
時
～

正
午　

▼
場
所
＝
休
暇
村
伊
良
湖
周
辺　

▼
そ
の
他
＝
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
訓
練

を
中
止
し
ま
す
。

▼
消
防
署
渥
美
分
署

☎
33
局
０
１
１
９

32
局
２
４
７
９

お
盆
前
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　

お
盆
前
は
、
し
尿
く
み
取
り
の
依
頼
が

集
中
し
ま
す
。
く
み
取
り
を
希
望
さ
れ
る

方
（
計
画
収
集
地
区
の
方
は
除
く
）
は
、

電
話
に
て
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
受
付
時
間
＝
市
役
所
執
務
時
間
中

▪
く
み
取
り
作
業
に
ご
協
力
を

◦
便
槽
の
く
み
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い

で
く
だ
さ
い
。

◦
便
槽
の
種
類
に
よ
っ
て
は
水
を
入
れ
な

い
と
汚
物
な
ど
が
下
が
ら
ず
、
き
れ
い

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

水
（
バ
ケ
ツ
２
杯
程
度
）
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

◦
転
居
ま
た
は
転
出
、
ト
イ
レ
の
廃
止
な

ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
45
局
３
０
０
０

45
局
３
５
３
７

自
衛
官
制
度
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
自
衛
官
採
用
に
伴
い
、
希

望
者
に
対
し
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
進
学
、
就
職
を
お
考
え
の
方
、
ま
た

は
自
衛
隊
に
関
心
の
あ
る
方
は
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
平
成
27
年
度
に
18
歳
〜
26
歳
に

な
る
方
（
保
護
者
同
伴
可
） 　

▼
日
時
＝

８
月
１
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
（
受

付
：
午
前
９
時
40
分
～
）　

▼
場
所
＝
田

原
文
化
会
館
１
０
１
会
議
室

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
２
６
９
３

aichi.pco.toyohashi@
rct.gsdf.m

od.
go.jp

三
河
湾
浄
化
週
間

７
月
22
日
水
～
28
日
火

家
族
み
ん
な
で
で
き
る
生
活
排
水
へ
の

ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ
か
い

　

三
河
湾
の
汚
れ
の
原
因
の
一
つ
は
、
家

庭
か
ら
の
炊
事･

洗
濯
な
ど
の
生
活
排
水

に
よ
る
も
の
で
す
。
河
川
や
三
河
湾
の
水

質
保
全
の
た
め
、
各
家
庭
に
お
い
て
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
の
心
が
け
が
必
要
で

す
。

◦
排
水
溝
に
食
べ
物
の
残
り
な
ど
を
流
さ

な
い
よ
う
水
切
り
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

◦
廃
食
油
は
流
さ
ず
、
資
源
と
し
て
持
ち

込
む
か
、
紙
に
吸
わ
せ
た
り
、
固
め
た

り
し
て
燃
や
す
ご
み
と
し
て
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

三
河
湾
流
域
の
市
町
村
な
ど
で
構
成
す

る
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
で
は
、
海
に

親
し
む
機
会
が
多
い
毎
年
７
月
の
第
４
水

曜
日
を
三
河
湾
浄
化
の
日
、
そ
の
日
か
ら

一
週
間
を
三
河
湾
浄
化
週
間
と
定
め
、
生

活
排
水
対
策
の
呼
び
か
け
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
三
河
湾
浄
化
推
進
協
議
会
に
つ
い

て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
m

ikaw
aw

anjouka.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を

　

堆
肥
を

散
布
す
る

と
、
近
隣

の
住
宅
や 

観
光
施
設

な
ど
か
ら

悪
臭
や
ハ
エ
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。次
の
点
に
注
意
し
て
、

生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚
濁
な
ど
の
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な
い
完
熟

堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
、
す
ぐ
に
鋤

き
込
み
ま
し
ょ
う
。
搬
入
後
、
雨
天
に

よ
り
鋤
き
込
み
で
き
な
い
こ
と
の
な
い

よ
う
、
天
候
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に
施
肥

す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分
配
慮

し
、
悪
臭
、
粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど
の
害

虫
や
汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◦
地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、
過
剰

な
堆
肥
投
入
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７

22
局
３
８
１
７

▼
環
境
政
策
課

☎
23
局
３
５
４
１

23
局
０
１
８
０
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▪
保
険
料
の
計
算
方
法

　

保
険
料
額
は
、
一
人
ず
つ
均
等
に
負
担

し
て
い
た
だ
く「
均
等
割
額
」と
、所
得
に

応
じ
て
負
担
し
て
い
た
だ
く「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
で
す
。

　

な
お
、一
人
あ
た
り
の
上
限
額
は
57
万

円
で
す
。

▪
保
険
料
の
減
額

　

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
状
況
に
お
い

て
、「
世
帯
主
」
と
「
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
」
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額

に
よ
り
、
均
等
割
額
・
所
得
割
額
の
減
額

が
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
所
得
に
つ
い
て
は
、
特

例
と
し
て
、
さ
ら
に
15
万
円
を
控
除
し
た

額
で
判
定
さ
れ
ま
す
。

▪
保
険
料
の
支
払
方
法

　

年
金
か
ら
の
お
支
払
い
（
特
別
徴
収
）

や
口
座
振
替
ま
た
は
納
付
書（
普
通
徴
収
）

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で
お

支
払
い
い
た
だ
く
場
合
は
、
市
役
所
で
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
以
下
の
場
合
、
も
し
く
は
介
護
保

険
料
と
合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
口
座
振
替

ま
た
は
納
付
書
に
よ
る
お
支
払
い
と
な
り

ま
す
。

▪
保
険
料
の
納
期

◦
特
別
徴
収

平
成
25
年
の
所
得
で
仮
算
定
し
た
保
険

料
を
４
月
・
６
月
・
８
月
、
平
成
26
年
の

所
得
で
本
算
定
し
た
保
険
料
を
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
金
か
ら
お
支
払
い

◦
普
通
徴
収

７
月
か
ら
翌
年
２
月
ま
で
の
計
８
回
で
納
付

（
７
月
か
ら
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
、
10

平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
決
定
し
ま
す

　

７
月
に
、「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

額
決
定
通
知
書
」
お
よ
び
「
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
納
入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。
※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知

月
か
ら
は
特
別
徴
収
と
な
る
場
合
あ
り
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
お
持
ち
の
保
険
証
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日

か
ら
使
用
し
て
い
た
だ
く
保
険
証
を
、
７

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
簡
易
書
留

郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。（
簡
易
書
留
郵

便
は
、
受
け
取
る
際
に
押
印
ま
た
は
署
名

が
必
要
で
す
。

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
、
郵
便
受
け
に

案
内
が
入
り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
支
店
へ

再
配
達
の
依
頼
を
し
て
い
た
だ
く
か
、
直
接

受
け
取
り
に
行
って
く
だ
さ
い
）

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
の
保
険

証
の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
と

身
分
証
明
書
を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年

金
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
の
色
が
、
オ
レ
ン
ジ
色
か
ら
若

草
色
に
変
わ
り
ま
す
。
８
月
１
日
以
降
に

医
療
機
関
へ
受
診
す
る
際
は
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

■保険料の減額

保険料額 均等割額
45,761円

所得割額
（総所得金額等－330,000円）×0.09＝ ＋

■保険料の計算方法

均等割額を8.5割減額（6,864円）
　 世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者と世
帯主の所得金額の合計が33万円以下の方
①

均等割額を9割減額（4,576円）
　　①の方のうち、世帯内の後期高齢者医療被保険者全
員が、年金収入80万円以下で、他の所得がない世帯の方
②

均等割額を5割減額（22,880円）　 総所得金額等が３３万円を超え、33万円＋（26万
円×世帯の被保険者数）以下の世帯

③

均等割額を2割減額（36,608円）　  総所得金額等が３３万円を超え、33万円＋（47万
円×世帯の被保険者数）以下の世帯

④

均等割額を9割減額（4,576円）
※所得割は賦課されません

　 後期高齢者医療制度に加入する直前は職場の健
康保険などの被扶養者であった方
⑤

所得割額を5割減額　  後期高齢者医療制度の被保険者本人の所得金額
の合計から33万円を引いた額が58万円以下の方

⑥
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ご
存
じ
で
す
か
？

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
に
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
本
人
お
よ
び
配
偶
者
、

世
帯
主
の
所
得
で
審
査
し
ま
す
。

▪
免
除
な
ど
の
申
請
対
象
期
間

◦
毎
年
７
月
～
翌
年
６
月

※
申
請
書
の
受
付
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前

ま
で
の
未
納
期
間
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請

で
き
ま
す
。

▪
申
請
年
度
の
直
前
の
１
月
２
日
以
後
に

田
原
市
に
転
入
さ
れ
た
方

前
住
所
地
の
所
得
証
明
（
控
除
額
記
載

の
も
の
）
が
必
要
で
す
。

▪
失
業
さ
れ
た
方

失
業
を
示
す
書
類
（
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
）が
必
要
で
す
。

▪
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方（
一
部
対
象
外
の
学
校
あ
り
）

は
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
を
ご
利
用

で
き
ま
す
。
申
請
に
は
、
学
生
証
（
有
効

期
限
が
分
か
る
も
の
）
が
必
要
で
す
。

※
学
年
ご
と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

▼
豊
橋
年
金
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
１

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
存
じ
で
す
か
？

▪
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

～
特
許
期
間
を
経
過
し
た
新
薬
と
同
じ
有
効

成
分
を
持
つ
薬
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
～

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新
薬
よ
り
価

格
が
低
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

品
質
や
安
全
性
に
つ
い
て
も
、
薬
事
法
の
厳

正
な
基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
知
り
た
い
方
、
薬
を
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
い
方
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
０
１
８
０

海
で
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番

▪
海
上
保
安
庁
夏
季
安
全
推
進
活
動

　

７
月
１
日
水
～
８
月
31
日
月

▪
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
ミ
ニ
ボ
ー
ト
、

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
ま
れ
る
方
へ

◦
機
関
な
ど
の
発
航
前
点
検
、水
路
調
査
、

気
象
・
海
象
の
把
握
な
ど
確
実
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

◦
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
常
時
着
用
な

ど
自
己
救
命
策
の
確
保
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

▪
遊
泳
者
、
サ
ー
フ
ァ
ー
の
方
へ

◦
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦
飲
酒
後
の
遊
泳
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
離
岸
流
や
深
み
な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、
安
全
に

マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
三
河
海
上
保
安
署

☎（
０
５
３
２
）34
局
０
１
１
８

寄
付

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

【
衣
笠
小
学
校
開
校
30
周
年
】

▼
３
月
31
日
、
衣
笠
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
様
か

ら
児
童
の
学
習
環
境
向
上
の
た
め
、
扇
風

機
26
台
。

▼
３
月
31
日
、
衣
笠
小
学
校
第
1
回
卒
業

生
一
同
様
か
ら
児
童
の
学
校
生
活
向
上
の

た
め
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー
１
台
。

▼
３
月
31
日
、
衣
笠
小
学
校
衣
和
会
様
か

ら
、
沿
革
史
１
枚
。

▼
３
月
31
日
、
衣
笠
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
様
か
ら
児
童
の
学
習
活
動
な
ど
の

充
実
の
た
め
、
土
佐
文
旦
35
本
。

▼
５
月
11
日
、
田
原
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
創
立
25
周
年
に
当

た
り
環
境
保
全
活
動
の
た
め
、
山
北
保
育

園
に
桜
の
木
１
本
、
椚
の
木
１
本
、
甘
夏

の
木
３
本
。

▼
５
月
19
日
、
豊
橋
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

会
長 

花
井
か
ず
こ
様
か
ら
地
域
社
会
へ

の
貢
献
の
た
め
、
絵
本
21
冊
。

▼
５
月
28
日
、
豊
橋
石
油
業
協
同
組
合
理

事
長 

石
川
昌
司
様
か
ら
防
災
対
策
（
避

難
所
暖
房
用
）
の
た
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ

３
台
（
灯
油
用
ポ
リ
タ
ン
ク
付
）。
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◉
７
月
19
日
日　

サ
ン
バ
伊
良
湖
２
０
１
５

時
間
▼
午
後
０
時
30
分
～
６
時

場
所
▼
伊
良
湖
港
緑
地
公
園
（
道
の
駅
伊

良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル
ト
東
側
）

内
容
▼
サ
ン
バ
チ
ー
ム
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、キ
ャ

ベ
ゾ
ウ
ク
イ

ズ
大
会
、
お

菓
子
投
げ
、

キ
ャ
ベ
ゾ
ウ

ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
ブ
ラ

ジ
ル
料
理
屋

台
な
ど

参
加
料
▼
無
料

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
２
２

22
局
３
８
１
７

◉
７
月
19
日
日　
　
　

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
間
▼
午
後
７
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

場
所
▼
渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
ほ

か
内
容
▼S

ス
ペ
シ
ャ
ル

pecial J

ジ
ャ
ズ

azz N

ナ
イ
ト

ight i

イ
ン

n A

ア

ツ

ミ

tsum
i

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
纐こ
う
け
つ纈
歩あ
ゆ
み美
カ
ル
テ
ッ
ト

入
場
料
▼
１
５
０
０
円（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

／
当
日
２
０
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
▼
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
▼
７
月
９
日（
木
）ま
で
に
電
話
予
約

▼
文
化
生
涯
学
習
課
☎
23
局
３
６
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

7◉
７
月
11
日
土　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
を
救
え
５

－

椿つ
ば
き

椿ち
ん
ざ
ん山

の
日
記
か
ら

講
師
▼
田
原
市
博
物
館
副
館
長 

鈴
木
利

昌
受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

月
の
イ
ベ
ン
ト

8◉
８
月
22
日
土　

山
の
ま
ち
設
楽
体
験
ツ
ア
ー

～
「
水
の
恵
み
」
を
体
験
し
よ
う
～

対
象
▼
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

生
以
上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

時
間
▼
午
前
８
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
、
豊
邦
交

流
セ
ン
タ
ー
ほ
か
（
集
合
＝
市
役
所
北

玄
関
前
）

内
容
▼
設
楽
ダ
ム
講
座
、
五
平
餅
づ
く
り

体
験
、
魚
の
つ
か
み
取
り
な
ど
（
天
候
に

よ
り
変
更
す
る
場
合
あ
り
）

定
員
▼
30
名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

参
加
料
▼
【
高
校
生
以
上
】
１
０
０
０
円

【
中
学
生
以
下
】
５
０
０
円
／
（
昼
食

代
込
）

申
し
込
み
▼
７
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７

23
局
０
６
６
９

seisaku@
city.tahara.aichi.jp

田原市の イ ベ ン ト

イベント名
【市町村】

場　所
期　日 問い合わせ

炎の祭典【豊橋市】
豊橋球場（豊橋公園内） 9/12 土　

炎の祭典実行委員会
（豊橋商工会議所内）
☎（0532）53局7211

豊川市民まつり・豊川手筒
まつり【豊川市】
豊川市野球場

8/22 土
17:30 ～ 21:30

※雨天、順延

豊川手筒まつり実行委員
会（豊川商工会議所内）
☎（0533)86局4101

新城納涼花火大会
【新城市】
桜淵公園

8/13 木
※雨天、順延

新城市観光協会
（新城市観光課内）
☎（0536）32局0022

蒲郡まつり【蒲郡市】
蒲郡駅前、竹島埠頭 7/25 土・26 日 蒲郡まつり実行委員会

☎（0533)66局1120
星空おんがく祭 2015

【東栄町】
東栄町野球場

9/12 土
星空おんがく祭実行委員
会事務局 ( 東栄町企画課
内 ) ☎（0536)76局0502

夏の茶臼山高原まつり
【豊根村】
茶臼山高原

8/8 土～ 15 土 一財）茶臼山高原協会
☎（0536)87局2345

東三河８市町村の広報紙共同企画として、東三
河の観光イベントをご紹介します。

▶愛知県東三河広域観光協議会
　☎（0532）54局1484　 http://www.honokuni.or.jp/

イベント情報

●新城納涼花火大会
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広報秘書課☎２2局0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12
◦街角ネットたはら

放送日 内　容

～7/9木
歯の健康フェスティバル

中学校職場体験

7/10金～7/23木
田原市校区交流スポーツ大会

子ども・若者の悩み ご相談ください

7/24金～8/6木 夏のお楽しみ情報

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

◦田原ほっとらいん
放送月 内　容

7月 戦後７０年　渥美半島と戦争

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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熱
中
症
を
防
ぎ
、
夏
を
元
気
に
！

  

熱
中
症
の
発
生
は
、
７
～
８
月
が
ピ
ー
ク

で
す
。
熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▪
熱
中
症
と
は
？

　
高
温
多
湿
な
環
境
の
下
で
、
体
内
の
水

分
や
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
り
、
体
温

の
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
り
し
た
と

き
に
み
ら
れ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不
調
の

総
称
で
す
。

　

筋
肉
痛
や
大
量
の
発
汗
、
め
ま
い
な
ど
に

始
ま
り
、
頭
痛
や
吐
き
気
、
体
の
だ
る
さ

な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
重
症
に
な
る

と
、意
識
障
害
な
ど
が
み
ら
れ
、場
合
に
よ
っ

て
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
で
活
動
し
て
い
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
屋
内
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
室
温

や
湿
度
が
高
い
と
、
熱
中
症
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
体
温
の
調
節
機
能
が
未
熟
な
子
ど
も
や

暑
さ
や
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
高
齢

者
、
高
血
圧
・
心
臓
病
な
ど
の
持
病
が
あ

る
方
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
さ
ら

に
、
体
調
不
良
時
や
運
動
時
に
は
、
特
に

注
意
が
必
要
で
す
。

▪
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
？

　「
水
分
補
給
」と「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

が
大
切
で
す
。

▪
調
子
が
悪
く
な
っ
た
時
は
？

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　

月　日 当直医 電話番号

8月　9日（日）
朽名医院 ☎33局0162
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

8月16日（日）
國見医院 ☎22局0756
藤井歯科医院 ☎45局2123

8月23日（日）
藤岡医院 ☎32局1515
渡辺歯科医院 ☎32局3561

8月30日（日）
第２国見医院 ☎23局2302
伊藤歯科医院 ☎22局1104

9月  6日（日）
岡田医院 ☎37局0001
ふくい眼科 ☎22局5878
小原歯科 ☎25局1139

9月13日（日）
富永医院 ☎23局1316
葉山歯科医院 ☎32局0038

月　日 当直医 電話番号

7月  5日（日）

あつみメディカルクリニック ☎24局2322
山本耳鼻咽喉科 ☎24局4100
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
田原歯科クリニック ☎23局1626

7月12日（日）
菜の花内科クリニック ☎22局7777
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

7月19日（日）
河合医院 ☎22局6133
かわい歯科 ☎24局0080

7月20日（月・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
惣卜歯科医院 ☎45局2066

7月26日（日）
昭和医院 ☎32局3749
すずき歯科 ☎23局0033

8月　2日（日）

北山クリニック ☎23局3946
まち眼科 ☎22局2710
かわさき整形外科クリニック ☎22局7700
仲谷歯科 ☎23局2327

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション
事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
8 月 12 日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など8 月 19 日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
8 月　7 日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）8 月　3 日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド

◦
こ
ま
め
に
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◦
室
内
で
は
、
扇
風
機
や
エ

ア
コ
ン
を
使
用
し
た
り
、
す

だ
れ
な
ど
で
室
温
の
上
昇

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◦
通
気
性
の
よ
い
服
装
に
し
た

り
、
外
出
時
は
、
帽
子
や

日
傘
な
ど
で
頭
部
を
保
護

し
ま
し
ょ
う
。

◦
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◦
涼
し
い
場
所
へ
移

動
し
、
衣
服
を
ゆ

る
め
、
楽
な
姿
勢

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

◦
冷
や
し
た
タ
オ
ル
や
保
冷
剤
を
脇
の
下

や
足
の
付
け
根
に
置
く
な
ど
し
て
、
体

を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

◦
水
分
・
塩
分
を
少
し
ず
つ
取
り
ま
し
ょ
う
。

◦
症
状
が
改
善
し
な
い
場
合
は
、
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◦
意
識
が
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
救
急
車

を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。
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図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

7月 ▼6日月、10日金、13日月、21日火、27日月
8月 ▼3日月、10日月、14日金、17日月、24日月
        31日月

●中央図書館
　一　般▶7月11日土～8月13日木	「日本の夏、文庫の夏」
　子ども▶7月11日土～8月30日日	「どあつい！夏の読書
　　　　　　　　　　　　　　　　　大作戦！」
●赤羽根図書館
　一　般▶7月11日土～8月13日木	「夏に負けないぞ！」
　子ども▶7月11日土～8月13日木	「読書におススメの本」

●渥美図書館
　一　般▶7月11日土～8月13日木	「○○入門」
　子ども▶7月11日土～8月13日木	「カエルのひみつ」

◎かがくあそび
　「かっとび！ブーメランをつくろう！」　

▼日時＝7月29日水午後2時～

▼場所＝中央図書館こどもしつ

▼対象・定員＝小学生・20名（先着順）

▼講師＝飛安務氏

▼申し込み＝7月７日（火）午前１０時～電話または中央
図書館カウンターにて受付　
▶問合せ先＝中央図書館☎23局4946

◎渥美図書館講座
●手作り教室「水族館」を作ろう！！

▼日時＝８月9日日午前10時15分～正午

▼対象・定員＝市内の小学生・15名（先着順）

▼申し込み＝7月11日土午前１０時～
●図書館の達人になろう！「小中高校生司書体験」

▼日時＝①８月5日水、②６日木、③７日金のうち１日／
午後１時３０分～４時

▼対象・定員＝①②市内の小学4～６年生③高校生、市
内の中学生／１日２名（先着順）　　

▼申し込み＝7月12日日午前１０時～３１日金
【共通事項】

▼場所＝渥美図書館

▼申し込み＝電話または渥美図書館カウンターにて受付
（初日の電話受付は午前１０時１５分～）※本人または
家族の方がお申し込みください。
▶問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

　さまざまな疑問・質問に司書がお答えするコーナー
です。

Ｑ．どんな人が蚊に刺されやすいの？

◎調べるキーワード
「蚊」「虫刺され」

A．目次から「刺されやす
い人と、そうでない人」を見
ると、血液型がＯ型の人が刺
されやすいという調査報告がありますが、理由は
明らかではありません。
　体温の高い人・お酒を飲んだ人は、蚊に察知さ
れやすいとか、子どもがよく刺されるのは外で手
足を出して遊ぶことが多いからとか、さまざまな要
因が重なり、刺されやすいとなるようです。医学
書には予防対策として蚊の駆除や回避、刺されな
いような服を着るように書かれています。
◎調べた本

『おもしろサイエンス　蚊の科学』486.9/ ｱ　
荒木修著

『今日の治療指針　私はこう治療している』
492/ ｺ 福井次矢　総編集 (2015 年版）

『クーラーいらずの涼しい生活
９９の技』
石渡希和子・松井一恵／著　コモンズ
590/ ｲ　

夏本番はこれから。クーラーに頼らな
い、涼しく過ごすためのアイデアが満載！
イラストでわかりやすく紹介。

『間取り図大好き！ 』
間取り図ナイト / 編　扶桑社
527.1/ ﾏ

長い玄関・入れない部屋・多過ぎるお風呂
やトイレなど、思わず「なぜ？」と聞き
たくなる間取りを集めた一冊。
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スポーツ課☎２３局3531

1

2

3

❶足を肩幅に開いて立
ち、両手を体の横で肩
の高さまで上げる。

❷そのままの姿勢で、首・
肩・腰・骨盤の順番
に右側へゆっくりひね
る。

❸①の姿勢に戻り、両手
を挙げたまま脇腹をの
ばしていくように右側に
倒す。

※反対も同様に行い、①
～③を数セット繰り返
す。

脇腹ストレッチから腰痛を
予防しよう！

脇腹をゆっくりのばしたり、ひねったりすること
で、腰痛の予防につながります。どこでも簡
単にできるストレッチなのでぜひ試してみてく
ださい。

82
Ｑ

「市民の声」紹介
　　　二七の市に行きたいのですが、
いつやっていますか？

       　　二七の市は、毎月、2と７がつく日
に開催しており、朝5時から市が開き、品物が
なくなり次第終了します。お車でお出かけの際
は、田原駅南公共駐車場

（最初の1時間無料）をご
利用ください。路上駐車
は近隣住民の方の迷惑
にもなりますので、ご遠
慮ください。

▼二七の市研究会事務局（（株）あつまるタウン
田原） ☎24局2345

▼商工観光課  ☎23局3522

詳しくは…
◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※図書館・緑が浜公園・子育て支援課にあります。

http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童
　　　　　 （小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～正午、午後1時～5時

7 月のお休み

◦

みんなでおにごっこ

◦

実験教室

7月6日月、13日月、
21日火、27日月

●Ｊ
じ ど

ＩＤＯセンまつり
【日時】7月25日土
【開館時間】午前10時～
正午、午後1時～3時
※開館時間を変更します。
たはら健康マイレージ対象

◆こんな時は子育て支援センターへ◆
◦安心して遊べる場所が欲しい　　
◦同じくらいの年齢の子どもたちと遊ばせてみたい
◦気軽に話のできる仲間が欲しい　
◦気持ちをリフレッシュしたい
◦誰かと話したい
◦毎日の育児での不安や心配事を相談したい
　友だちの家に行くような気軽さで遊びに来て下さい。

【開放日】毎週月曜～金曜（祝日・お盆期間・年末年始を
除く）※ 毎月 第3水曜の午後は、休館日です

【時間】午前9時30分～正午、午後1時 ～ 3時30分
※毎日午前11時15分ごろから手遊び、絵本の
読み聞かせなどがあります。

【対象者】未就園の児童とその保護者
【利用方法】予約不要（直接お越し下さい）

◆ひまわりルーム◆
稲場保育園内☎23局0577

◆なのはなルーム◆
伊良湖岬保育園内☎38局0767

お気軽にご意見などをお寄せください。

▼宛先＝〒441-3492
（住所不要）田原市役所広報たはら
　 koho@city.tahara.aichi.jp
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●人身16件（86件）
●負傷20人（111人）
●死亡0人（0人）
●物損118件（605件）

●火災6件（13件）
●救急181件（1032件）

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

●侵入盗4件（9件）
●乗物盗2件（18件）
●非侵入盗10件　（32件）

※（　）内の数字は平成27年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

 5月

の今月　納税・使用料

7

7月31日

固定資産税・都市計画税
（第２期分）

後期高齢者医療保険料
（第１期分）

納期限 金

◉田原凧まつりに参加 　

　田原警察署
は、5 月 24 日

（日）に田原文
化会館周辺で
行われた「け
んか凧合戦」
に 参 加しまし
た。
　田原市内の
駐在所員を中心にチーム「青

あおひゃくとう

１１０」を結成し、初陣
に臨みました。田原市の安心安全のため、「警察が住
民により身近な存在になるように」との願いがこめられ、
チームの凧は空高く舞い上がりました。その願いが通じ
たのか、地元で盛り上がる凧まつりへの参加により、田
原警察署と市民との絆がより深まりました。

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

泉
小
学
校
の
児
童
が
江
比
間
海
岸
で

海
岸
清
掃
を
行
い
、
稚
魚
を
○
○
○
○

○
し
ま
し
た
。

２　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
乗
合
交
通
の
ぐ
る
り

ん
バ
ス
と
乗
合
タ
ク
シ
ー
○
○
○
○
○

線
の
再
編
を
し
ま
し
た
。

３　

子
ど
も
か
ら
子
ど
も
へ
楽
し
み
な
が

ら
野
菜
や
果
物
の
魅
力
を
広
げ
る
○
○

○
野
菜
ソ
ム
リ
エ
に
な
る
た
め
の
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

４　

た
は
ら
エ
コ
フ
ェ
ス
タ
で
、
不
用
品

リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
、
第
3
回
○
○
○

宝
市
を
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
７
月
17
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
６
月
号
の
答
え
】
さ
く
ら
ん
ぼ
（
応
募

総
数
54
通
中
、
正
解
53
通
、
当
選
者
の
方

の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。）
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●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水がたくさん必要な季節です。節水を心掛け大切に使いましょう。

［水資源機構調べ］

［田原市調べ］

62.8%

平成17～26年の
過去10年間の平均貯水率

平成27年の貯水率

CＯＤ（㎎/ℓ）

環境基準◎8㎎/ℓ以下

水深
0ｍ
5ｍ
底

自分の生活を見つめ直して三河湾のためにできることを考えてみましょう。
●海域の水質調査（三河港大橋北）

（年度）
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ブランコに乗っている
女の子やかたつむり
が、ぐるぐる渦巻で楽し
く表現できました。

評 評
 はる　  き

目や表情に力があり、目
標に向かって頑張ろうと
いう気持ちがよく伝わっ
てきます。

評 遠足で一番楽しみだったお弁当を食べる時
のワクワクした気持ちが伝わってきますね。

えんそく　　 いち ばん たの   　　　　　　　　　　　 べん とう　　　た              とき
 

評 色紙を貼ったり、絵を描いたり、皆人くんらし
い優しいハミガキ人形ができましたね。

 いろがみ　　  は　　　　　　　　え　　　 か　　　　　　　 みな  と

クレヨン画 水彩画

泉小学校6年

皿井春輝くん

お友だちといっしょにお弁当
を食べて楽しかったよ。

 

中山保育園

木戸皆人くん（5歳）

腕を作るのが一番難しかっ
たけど、頑張って作ったよ。

中山保育園

太田葵ちゃん（5歳）

　　とも　　　　　　　　　　　　　　　　　　べんとう うで　　 つく　　　　　　　いちばんむず　

がん ば　　　　つく

泉小学校1年

髙橋芹奈さん

あおい

                                 き　も　　　　　つた

せり　 な

河邉
淳子
先生

　 　た             たの

みな　　と

やさ　　　　　　　　　　　　にんぎょう

本誌は再生紙を使用しています。

64,386人　総人口

32,563人　男性

31,823人　女性

22,022世帯世帯数

36人出生 58人死亡

111人転入 139人転出

－50人増減

（平成27年3月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１91.12km 2

（平成27年6月1日現在）

※増減は5月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
梅
雨
の
合
間
を

縫
っ
て
、田
原
市

内
の
小
中
学
校

で
は
６
月
上
旬
、

プ
ー
ル
開
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。ま
だ
肌
寒
い
日
で
し

た
が
、プ
ー
ル
を
待
ち
わ
び
て
い
た

子
ど
も
た
ち
は
水
し
ぶ
き
と
と
も
に

歓
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。今
年
の

夏
の
目
標
を
聞
く
と
、楽
し
そ
う
な

返
事
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。１
年
の

目
標
よ
り
も
気
軽
に
た
て
ら
れ
そ
う

な
夏
の
目
標
。私
の
目
標
は
、い
つ
も

暑
く
て
部
屋
に
こ
も
り
が
ち
な
の

で
、今
年
は
自
然
に
触
れ
、夏
を
楽

し
も
う
！
で
す
。み
な
さ
ん
も
一
夏

の
目
標
を
た
て
て
、夏
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。（
Ｏ
）

▼
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
、

夏
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。わ
が
ま
ち

は
見
る
、食
べ
る
、遊
ぶ
な
ど
、い
ろ

い
ろ
な
形
で
夏
を
満
喫
で
き
る
と
こ

ろ
。今
年
も
渥
美
半
島
の
夏
を
い
っ

ぱ
い
堪
能
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】プ
ー
ル
開
き（
中
山
小
学
校
）
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